
山ノ内町農業委員会 事務局次長 坂口俊明
山ノ内町農林振興課農業振興係長

令和8年度地域計画推進研修会 事例報告(R8.6.10)

山ノ内町地域計画ブラッシュアップの
取り組みについて

・農地利用の将来像を地域で考える
・山ノ内町の取り組み事例
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本日の内容
・山ノ内町の農業の概要
・山ノ内町地域計画策定
・地域計画ブラッシュアップの取り組み
・取り組みの成果と課題
・今後の展望
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世界中から人が訪れる地獄谷野猿公苑

雲の上のSORA terrace

町花はりんごの花
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山ノ内町の農業の概要

・山ノ内町の農業の「課題」

１ 農業従事者の高齢化
２ 担い手不足
３ 遊休農地の増加
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山ノ内町の農業の概要

・人口 10,887人（男5,306 女5,581 R8.4.30現在）

・基幹的農業従事者数 2010年 1328人
→2020年 997人（25％減 2010対比）
→2035年 577人（43％減 2010対比）

・遊休農地面積(令和7年度農地ﾊﾟﾄﾛｰﾙ結果)
12,000haのうち120ha（農地全体の約１割）
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山ノ内町地域計画策定

・R５ 農業者を対象としたアンケート実施

・町内５地区の「農業振興会議」

・地区ごとの 「協議の場」を設置
⇊

山ノ内町地域計画
令和７年３月策定
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山ノ内町地域計画策定

・山ノ内町地域計画の「課題」

１ 農業従事者の高齢化
２ 遊休農地の増加
３ 鳥獣被害

⇊
山ノ内町地域計画ブラッシュアップ

が必要
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み

・重点的に進める取り組み

① 地域ごとの丁寧な話し合い
② 担い手の意向の把握
③ 後期高齢農地所有者への
意向把握
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み

・重点的に進める取り組み

① 地域ごとの丁寧な話し合い
⇊

・地区単位での意見交換・ワークショップ
・農業者同士の話し合い
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み

・重点的に進める取り組み

② 担い手の意向の把握
⇊

・どの程度まで規模拡大できるか
・どの農地なら引き受け可能か
・将来の経営意向
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み

・重点的に進める取り組み

③ 後期高齢農地所有者への意向把握

⇊
具体的な調査項目
・今後、何年間農業を継続できる見込み
があるか
・農地の売買や貸し出す際の条件の有無
・経営を辞めたあとの農地の動向 など
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み
独自アンケート調査

・独自の意向調査（75歳以上を対象に
アンケート）を実施
・対象者 75歳以上、後継者の

見込みがないと思われる
農地所有者

・対象者数 ３地区 ８２名

・回答者数（率） ４８名（５７％）
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山ノ内町地域計画ブラッシュアップの取り組み
独自アンケート調査

・対象者数 ３地区 ８２名
・回答者数（率） ４８名（５７％）

うち個別にアプローチが
必要な回答者 ２件（１６件から抽出）
・主な回答内容
「近い将来耕作を辞める」、「後継者がいな
い」、「あっせんを希望」 、「すぐにでも誰か
に任せたい」、「誰でもよいから貸したい」



ブラッシュアップの取り組みの成果と課題

【成果】

・地域で農地の将来を考える意識が
高まっている
・担い手との連携の向上

【課題】
・後期高齢農家の後継者不足
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今後の展望

地域の実情に合わせた取り組み

・農地中間管理事業の活用
・担い手への農地集積
・新規就農者の確保
・地域営農組織の充実

農業委員会、農業委員、推進委員の
皆さまの現場での活動が非常に重要
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ブラッシュアップの取り組み まとめ

・重点的に進める取り組み

① 地域ごとの丁寧な話し合い
② 担い手の意向の把握
③ 後期高齢農地所有者への
意向把握
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石畳の渋温泉
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